
つばさ静岡                   新型コロナウィルス感染利用者発隔離対応マニュアル                  Ｒ2/11/12 

汚染区域（ﾚｯﾄﾞｿﾞｰﾝ） 

 

 

ワゴンの上に置くもの 

 

 

 

 

 

 

※手袋は利用者 1 人ごと変える 

 

出入口にｱﾙｺｰﾙを浸した 

ﾌﾗｯﾄｵﾑﾂを敷く 

 

  

扇風機を窓側に向かって置く 

           

 

 

＜この区域で脱ぐ手順＞ 

① 手袋（入る時に 2 重にしておく）の 1 枚を脱ぐ 

② 手指消毒          

③ 汚染区域を出る 

※手袋は中表になるように静かに脱ぐ 

手袋 

ｱﾙｺｰﾙ消毒（ﾎﾟﾝﾌﾟ、ｽﾌﾟﾚｰ） 

ｺﾞﾐ箱 

 

準汚染区域（ｲｴﾛｰｿﾞｰﾝ） 

 

 

ワゴンの上に置くもの       ついたて 

 

 

 

   点滴ｽﾀﾝﾄﾞ 

 （ﾌｪｲｽｼｰﾙﾄﾞをかける） 

 

                

出入口にｱﾙｺｰﾙを浸した 

ﾌﾗｯﾄｵﾑﾂを敷く 

   ◎ 

椅子  

（長靴着脱用） 

         

ついたて 

＜この区域で脱ぐ手順＞ 

① 手袋を脱ぐ⇒手指消毒 

② ｶﾞｳﾝを脱ぐ⇒手指消毒 

（ｽﾞﾎﾞﾝをはいている場合は、ｽﾞﾎﾞﾝを脱ぐ） 

③ ﾌｪｲｽｼｰﾙﾄﾞを外しｽﾀﾝﾄﾞにかける⇒手指消毒 

④ ｷｬｯﾌﾟを脱ぐ⇒手指消毒 

⑤ N95 ﾏｽｸを外す⇒手指消毒 

⑥ 長靴を脱ぐ⇒自分の靴を履く 

⑦ 手指消毒⇒準汚染区域を出る 

 

手袋 

ｱﾙｺｰﾙ消毒（ﾎﾟﾝﾌﾟ、ｽﾌﾟﾚｰ） 

ｺﾞﾐ箱 

ﾌﾟﾛﾜｲﾌ（゚ﾌｪｲｽｼｰﾙﾄﾞ拭く用） 

清潔区域（ｸﾞﾘｰﾝｿﾞｰﾝ） 

 

 

ﾜｺﾞﾝの上に置くもの 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

※専用の水道を決めておく 

 

  

＜この区域で脱ぐ手順＞ 

① 水道で手洗い 

② 新しいマスクをつける 

手袋（2 重） 

ﾌﾞﾙｰｶﾞｳﾝ 

ｷｬｯﾌﾟ 

ﾌｪｲｽｼｰﾙﾄﾞ 

N95 ﾏｽｸ 

ｱﾙｺｰﾙ消毒 



新型ｺﾛﾅ対応について（全体にかかわること） 

＜準備物品＞ 

・手指消毒用ｱﾙｺｰﾙ、ｼﾞｱｸｱ（中材） 

・感染物品ｾｯﾄ（ﾜｺﾞﾝ、ｺﾞﾐ箱（大 3 個）、ｽﾀﾝﾄﾞ、つい立て、紫の手袋）（ｻﾌﾞｾﾝﾀｰ） 

・ﾌｪｲｽｼｰﾙﾄﾞ、ｷｬｯﾌﾟ、N95 ﾏｽｸ、ｱｲｿﾚｰｼｮﾝｶﾞｳﾝ、黄色ｶﾞｳﾝ、（感染物品の棚） 

・長靴（各ｿﾞｰﾝのものでもよい） 

・ﾃﾞｨｽﾎﾟの食器類（ｻﾌﾞｾﾝﾀｰ） 

・ﾋﾞﾆｰﾙ袋（45ℓ、20ℓ、小さい袋） 

・ﾒﾓ帳、ﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ、ｶﾞﾑﾃｰﾌﾟ、ﾓﾆﾀｰ用ﾃｰﾌﾟ 

・使い捨て吸引瓶（あかね、つくし） 

 

＜職員の対応＞ 

・休憩は、検査結果が出るまでは 2 階のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ室。感染対応をした職員は、最後に食事をとる。 

・つばさの食事を頼んである職員は、隣のｿﾞｰﾝの職員に使い捨て容器に移し食事場所に運んでもらう等準備を依頼する 

・ｿﾞｰﾝから出る時は、黄色ｶﾞｳﾝを着て他の職員にできるだけ接触しない時間を使う 

・帰宅時は、玄関の外のｺﾞﾐ箱にｶﾞｳﾝをﾋﾞﾆｰﾙ袋に入れて捨てる。 

・ｼｬﾜｰを浴びて帰る職員は、ｿﾞｰﾝの浴室か宿泊室を使用する。            →（宿泊室使用した場合は、画面に入力する） 

・帰宅したくない職員は、空いている宿泊室を使用する →（要検討） 

・職員用ﾄｲﾚは、各ｿﾞｰﾝで事前に決めておき、表示する。 

 

＜ｿﾞｰﾝでの対応＞ 

★ゴミ 

・検査結果が出るまでは、汚染区域内に置いておく。 

陰性なら、全て燃えるｺﾞﾐとして破棄。陽性なら医療廃棄物の段ﾎﾞｰﾙにまとめて入れ蓋をして出す 

★換気の方法  

・扇風機を窓の近くに置いて、外に向かって風を送る 

・排煙窓を開ける。寒い時期は、適宜行う 

 



★食事、注入 

・使い捨ての食器を使用する。 （スプーンは要検討） 

・食事時の移乗は最小限にする。できるだけﾍﾞｯﾄﾞ等で食事をとる  

・注入用イリゲーターは使い捨てのものを使用する 

・ｴﾌﾟﾛﾝはﾌﾟﾛﾜｲﾌﾟを代用する 

・歯磨きは、トウ-スウエッテを使用し、1 日で使い捨てにする。歯ﾌﾞﾗｼ必要な利用者は、使い捨て歯ﾌﾞﾗｼを使用する。 

 

★洗濯 

・洗濯するものを減らすため、感染者はできるだけ使い捨て病衣を使用する。 

・衣類等を洗濯する場合は、ｱﾙｺｰﾙを噴霧してから、ｿﾞｰﾝの洗濯機でｱﾀｯｸｾﾞﾛで洗う 

・ｼｰﾂの上にﾌﾗｯﾄｵﾑﾂを敷いて、できるだけ汚染しない様にする。 

・汚染したｼｰﾂは、ﾋﾞﾆｰﾙ袋に入れて、ﾊｲﾀｰに浸けてからｿﾞｰﾝで洗濯する 

・ﾀｵﾙは使用しない。ﾌﾟﾛﾜｲﾌﾟとﾎﾞﾛ布で対応する。 

 

★その他 

・いきいきさん、中材入らないため、各ｿﾞｰﾝで清掃、ﾈﾌﾞﾗｲｻﾞｰ消毒等行う 

・つくし B がｿﾞｰﾝ隔離となった場合は、ﾅｰｽｾﾝﾀｰが使用不可。薬はｻﾌﾞﾅｰｽｾﾝﾀｰに移動するため、各ｿﾞｰﾝ取りに行く。 

 カルテ等は各ｿﾞｰﾝに置く。 

・隔離部屋とｿﾞｰﾝの出入口等には、ｱﾙｺｰﾙを湿らせたﾌﾗｯﾄｵﾑﾂを敷く。 

・ベッドの使用ができない感染者は、ﾌﾗｯﾄｵﾑﾂを 2 枚つなげたものを使用。膝をつく時使用する。 

・ 

 

※PCR検査結果が陽性となった場合は、保健所から指導があるため指示に従う。 

※詳細は、各ｿﾞｰﾝで利用者に応じて対応する。 

 


